
イケトーーク！！
〜ICTの活用による
授業実践報告〜

【今日のめあて】

ICT機器の授業実践交
流を通じて、効果的
なICT機器の活用につ
いて具体的な方法を
検討する。



「本日の流れ」
①実践報告(30分間)

【発表者】

大阪教育大学附属池田中学校社会科

西邑 悠佑（にしむら ゆうすけ）

【司会】

大阪教育大学附属池田中学校社会科

田中 誠也（たなか せいや）

②質疑応答と交流（ 分間）

③指導助言の先生から

（ 分間）

【指導助言の先生】

大阪教育大学 総合教育系 特任教授

陸奥田 維彦(むつだしげひこ)先生





1年・2年
Chrombook

3年
iPad



1-1「現代社会と文化」振り返りシート（形成的評価） 

 
 
 
○ 今回のテーマの学習においてどのような学習者像が大切だと考えましたか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ このシートのワークにおける評価規準 

 
 
 
 

○ グローバル化に伴って急速に変化する社会とはどのような社会で、どのような課題を抱えていますか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
◯ 今後の社会はどのように変化し、その変化は人々の生活にどのような影響を与えると考えられますか？ 
 

大切だと思った学習者像（１つもしくは複数を選択する。） 
 
 

選んだ理由（具体的に考察できるようにする。） 
 
 
 
 
 
 

C 学習した内容を理解していない。 
B 概ね学習した内容を理解している。 
A 完全に学習した内容を理解している。 

【探究テーマ】 
グローバル化に伴い，急速に変化する社会の拡大は，地位や権利、権力に役割を与え、変化をもたらす。 

振り返りの自己評価 先生の評価 

 

考える人

情報化、グローバル化が進む社会の特徴やその
社会が抱える課題、それに対しての解決策など
を考える際に学んだ知識や発想を使って考える
ためには「考える人」が適切だと思ったから。

グローバル化に伴って急速に変化する社会は同時に情報化も進み、様々なことが瞬時にわか
る情報社会にもなっている。そしてグローバル化が進むことで一つの国だけで何かしようと
することは難しくなり、各国とのつながりを保つ政策が重要視され、国同士の隔たりがな
くなってきている。またグローバル化、情報化により他国の文化が簡単に入ってくる環境に
なっている。それにより文化の共有ができるようになった面もあるが、他国の文化ばかりに
注目が行ってしまい、自国の文化の影響が薄まることがある。世界の文化が入り混じり同じ
ような文化が形成される文化の画一化により、それぞれの国の文化の多様性を奪ってしまっ
ている課題を抱えている。実際に日本では伝統工芸品が減ってしまっている現状がある。

今後の社会は技術の進歩によって、より情報化が進むと思われる。これによりスマホにより便利の性能がつい
たり、ウェアラブル端末（スマートウォッチなど）がより普及し、人々の生活を快適にすると考えられる。ま
たAIの普及も進み、人が面倒な仕事などを代わってしてくれるようになると考えられる。AIにはまだ創造する
ことができないので機械的な作業を任せることが効率的で人間としてもありがたい存在のように見える。し
かしAIによって仕事を奪われる人も出て来る可能性もあり、良い影響だけではないとも考えられる。また情報
の競争ができ、情報を知っていないといけない社会になり、少し生きにくくなる人も出てくるかもしれない。 
情報化以外にも今後はグローバル化が進むと思われる。一つの国だけでどうにかすることは難しくなり国同
士に協力が必須となってくる。グローバル化は進むと思われるが争いがなくなるということではなく、国同士
の結びつきが強くなったことから新たな争いが生まれるかもしれない。そのため争いが起きた後の対応が大
事になってくる。グローバル化が進むことで様々な国の文化がどんどん世界に広がっていくと予想できる。
人々の生活に新たな文化が入ることで視野が広がることもあれば、注目が減った文化・伝統は忘れられてし
まうかもしれない。もしくは元々あるその国の文化と入ってきた文化が混じり合い、新たな文化が生まれる
かもしれない。

1-2「現代社会を捉える枠組み」振り返りシート（形成的評価） 

 
 
 
○ 今回のテーマの学習においてどのような学習者像が大切だと考えましたか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ このシートのワークにおける評価規準 

 
 
 
 

○ 教科書 p.19１の「意見が対立するテーマ」の例の中から 1つのテーマを選んで、効率や公正の観点を持って、

解決に向かう意見を述べなさい。 
「選んだテーマ」 
 
 
「あなたの意見」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大切だと思った学習者像（１つもしくは複数を選択する。） 
 
 

選んだ理由（具体的に考察できるようにする。） 
 
 
 
 
 
 

C 学習した内容を理解していない。 
B 概ね学習した内容を理解している。 
A 完全に学習した内容を理解している。 

【探究テーマ】 
グローバル化に伴い，急速に変化する社会の拡大は，地位や権利、権力に役割を与え、変化をもたらす。 

振り返りの自己評価 先生の評価 

意見が対立するテーマにおいては、どちらの意見にも納得でき
る部分と納得できない部分があるため、効率と公正の観点を踏
まえて、納得できる部分と納得できない部分の優劣を判断しな
ければならないと感じた。そのため、日本の現状などとも結び
つけながら考えることで、より現実的にテーマについて考える
ことができると思った。  

考える人

救急サービスの有料化

私は、救急サービスの有料化に賛成だ。 
まず、公正の観点から、救急サービスの有料化ついて考えていく。 
総務省のデータによると、救急搬送の出動件数は、年々増加傾向にあり、年間約550万人が搬送されているが、そのうち軽症とされる割合は約45％と半数を
占めている現状がある。 
さらに、軽症とされる人の中には、「病院の待ち時間を待ちたくないから」「虫に刺された」「タクシー代わりで使う」という緊急性を必要としない、不
適切な利用がされているケースも多く、本当に緊急性を必要としている人への対応が遅れたり、搬送先の病院では、軽症の患者の診療に手間取り、重症患者
の診療の妨げになったりするということも起こっており、救急サービスを必要としていない人が、必要としている人のサービスを受ける機会を奪っていると
もとれ、必要な人だけに救急サービスが行き渡るようにする必要性があり、救急サービスを有料にすれば、不適切な利用が減り、必要としている人にサー
ビスが行き渡るようになるのではないかと考えた。ただ、有料になることによって、生活に困っている人や高齢者が、お金がかかるという理由で救急車を呼
ぶのをためらい、重症化につながったり手遅れになったりすることがあれば、それは全ての人に救急サービスを受ける機会がある公正な状態だとはいえ
ず、救急サービスというもの自体の価値が下がっていまうと思った。  
次に効率の観点から救急サービスの有料化について考えてみる。 
救急サービスは誰でも無償で利用できるサービスだが、実際は出動一回あたり、輸送費や設備などに約45000円かかっており、それらは全て税金で賄われて
いる。しかし、前述した通り、不適切な利用が多いため、税金を無駄遣いしてしまっているということが挙げられる。無駄な税金をなくすことができた
ら、救急車により良い設備を取り付けて、さらに質の高い救急サービスにすることができたり、救急サービス以外の場でも、少子高齢化で必要となる、年
金や医療保険制度などの社会保障に活用することができたりして、より誰もが暮らしやすい地域社会につなげることができるため、税金をより良い形で使
うという点で有料化は効率的だと考えた。しかし、お金を払うという手間ができてしまって、次の出場が遅くなることも考えられ、その点では、有料化に
よって、一刻を争う救急サービスではあるものの、効率が悪く、機能しなくなる状態になってしまうと思った。  
これらのことから、私は、救急サービスは有料化するが、分割して後に払えるようにする仕組みを整えて、お金がかかるという理由で必要な時に我慢してし
まう人を防いだり、救急車の出場をできるだけ効率よく速やかに行えるようにしたりして、誰もが平等にサービスを受けられるようにすること、また、その
金額を、タクシー代よりも高く設定することで、有料化によってタクシー代わりで使おうとする人を抑制する効果をさらに高めることが必要だと考えた。

振り返りのポイントを
下線で示す。

授業の単元ごとに振り
返りを行い、授業のポ
イントを言語化させる。

総括的な課題（学期の
最後などに行う課題）
に取り組む際に、振り
返りシートのポイント
をみながら課題を進め
る。



1-1「世界の姿」振り返りシート（形成的評価） 

 
 
 
○ 今回のテーマの学習においてどのような学習者像が大切だと考えましたか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ このシートのワークにおける評価規準 

 
 
 
 

○ 国と国との境界を設けるうえで、国境線を引いている。国境線を引いて国の領土を明確にすることはどのよ
うなメリットとデメリットを生み出すと思いますか？またそのメリットやデメリットは国にどのような影響
を与えたりしますか？ 

 
 
 
 
 
 
○ 海洋と陸地が７：３の割合で地球上にはあります。下記に世界の略地図を描いてみましょう。ただし教科書
を見ずに描くのが難しい人は p.12を参考にして描いてみましょう。 

 

大切だと思った学習者像（１つもしくは複数を選択する。） 
 
 

選んだ理由（具体的に考察できるようにする。） 
 
 
 
 
 
 

C 学習した内容を理解していない。 
B 概ね学習した内容を理解している。 
A 完全に学習した内容を理解している。 

【探究テーマ】 
国や地域などの場所・空間の規模は、境界を作ることで構成される。 

自己評価 先生の評価 

 

一つの問いに対して自分の意見とは違った他の
人の意見が出たときに、その意見に一方的に批
判をしたり、自分の意見を押し通そうとしたり
せずに、なぜそのような意見を導き出したのか
考えることを毎回の授業で行っていたから。

A

国境線を引くことで生まれるメリットは、その国の人が他国のことを気にせず自由に行動できる領土が
はっきりしているということだと思う。このメリットは、国民が平和に暮らすことができるということ
だから、買い物に行く、遊びに行くなどで、その国の経済が発展するという良い影響を与えると思う。 
デメリットは、もし川や湖、山などが国境線と重なっていたときに、その川、湖、山がどの国のものな
のかで領土問題が起きる恐れがあることだと思う。このデメリットは、国と国とが領土について争う恐
れがあるということだから、それが戦争に発展したときに、国の印象が悪くなるだけでなく、その国
の経済が発展しなくなるという悪い影響を与えると思う。

考える人

シートに書かせることもできる。今回は学習のまとめ
として世界地図の略地図を書かせた。教科書を見ない
で書いている生徒も比較的多かった。

「1年生の総括的な課題」
・日本の領土問題について内閣総理大臣に意見文を出
して解決策を提案しよう！
「3年生の総括的な課題」
・今後必要となる新しい人権とは何か提案しよう！

国境

区分

位置

規模

領土

変化 発展

グローバル化

人権



使用しているアプリ①ロイロノート

「利点」
①生徒とのやりとりが簡単にできる。
②データとして授業内容を残せておける。
③班で作業させる時に便利。





使用しているアプリ②Google earth

「利点」
①立体的にその場所を捉えられる。
②地図には表せないその地点の様子を見ることができる。
③地図帳との併用ができる。





導入に使用したゲーム（GEOGUESSR）
「使い方」

①どこかのストリート
ビューが表示される。
②ヒントを探してそれ
がどこの場所なのかを
推測する。
③途中でカードのヒン
トが出る。（例：食事
や有名な人や建物な
ど）
④最も近い人が勝ち。





ICTを活用した授業の流れ（例：1年生地理）

１- １① 「私たちの住む地球を眺めて」「いろいろな国の国名と位置」 

【探究の問い】世界はどのように区分することができるのか。 

【探究テーマ】国や地域などの場所・空間の規模は、境界を作ることで構成されている。 

ワーク１ この写真からわかることをできるだけたくさん書き出そう！！ 

「自分で」 

 

 

 

 

「他の人の意見」 

 

 

 

 

ワーク２ この国はどこ？ 

① 国旗に赤いカエデの葉が描かれている。非常に寒い国で公用語（国が認めた言語）は英語

とフランス語の国  →（        ） 

② 長靴のような形をしている国で、中心都市にはバチカン市国という国がある。コロッセオ

やフォロロマーノが有名 → （        ） 

③ 南北に長い国で、北は中国、西はラオス、南西はカンボジアと接する国。春巻きやフォー

などの食べ物が有名。 →  （        ） 

④ 国旗と国章に希望の象徴としてコグンカンドリが描かれている。日付変更線に近く、世界

で一番早く太陽が昇る国でもある。  →  （          ） 

⑤ 東をインド洋、西を大西洋に面するこの国は、かつて白人が人種差別・支配するアパルト

ヘイトと呼ばれる政策をとっていた国である。 →  （          ） 

ワーク３ 中国は人口が多いにも関わらず、人口密度は低い。これはなぜか？資料を参考にし 

て答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交流で出た自分と違う意見は、このプリントかノートにメモをする習慣を

つけよう！また友達の意見は色を変えてみるなどの工夫をしてみよう！！ 

【このプリントを使う時のポイント】 

 

本時のテーマを提示
流れを示す 言語活動をおこなう テーマに触れて、知識を

おさえる

色々な区分を示し、どのような
国があるか興味をもたせる。

GEOGUESSRを活用して
色々な国の場所や様子に
触れる。

Google earthを活用して
ワーク２の問いにの国を
覗いてみる。

・PowerPointやWord（プリント）のデータはロイロノートに残しておくこと
で、授業中に見直したりできる。予習や復習にも活用できる。
・Google earthの活用では問題を出し合って地域の言語や建物、服装などに注
目して国のイメージ作りを行うことができた。


